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【出願番号】特願2008-223023(P2008-223023)
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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月8日(2011.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の鍵を有する鍵盤と、
　前記鍵盤の各鍵に対して、当該鍵の押下にともなって順次オンする複数のスイッチを設
けるとともに、前記複数のスイッチ夫々のオン時刻の時間差に基づいて押鍵速度を検出す
る押鍵速度検出手段と、
　音色毎に、当該音色の楽音を表わす第１の波形データ、及び前記音色の楽音を生成する
際の演奏操作に伴って生じる演奏操作音を表わす第２の波形データを記憶する波形データ
記憶手段と、
　前記鍵盤のいずれの鍵も押鍵されていない状態において第１の鍵が押鍵された場合に、
当該押鍵された鍵に割当てられた音高で前記波形データ記憶手段に記憶された指定された
音色の第１の波形データを読み出して第１のエンベロープを付加することにより、第１の
楽音信号データを生成する第１の楽音信号データ生成手段と、
　前記第１の鍵が押鍵された時点から所定の時間内でかつ、当該押鍵されている第１の鍵
を基準に前記鍵盤上の所定の範囲内に位置する第２の鍵が押鍵された場合に、前記第１の
鍵に割当てられた音高に関連する音高で前記波形データ記憶手段から前記第１の波形デー
タに対応する第２の波形データを読み出して第２のエンベロープを付加することにより、
第２の楽音信号データを生成する第２の楽音信号データ生成手段と、
　前記押鍵速度検出手段により、前記第１の鍵の押鍵に伴って検出された第１の押鍵速度
と前記第２の鍵の押鍵に伴って検出された第２の押鍵速度との速度差を算出し、当該算出
された速度差に基づいて前記第２の波形データに付加される第２のエンベロープを制御す
るエンベロープ制御手段と、
　を有する電子楽器。
【請求項２】
　前記エンベロープ制御手段は、前記第２の鍵の押鍵に伴って検出された押鍵速度が、前
記第１の鍵に伴って検出された押鍵速度より大きくなるにしたがって、前記第２の波形デ
ータに付与される第２のエンベロープのアタックレートが大きくなるように制御すること
を特徴とする請求項１に記載の電子楽器。
【請求項３】
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　前記エンベロープ制御手段は、前記第１の鍵の押鍵タイミングと前記第２の鍵の押鍵タ
イミングとのタイミング差に基づいて、前記速度差を補正することを特徴とする請求項１
に記載の電子楽器。
【請求項４】
　前記電子楽器はさらに、前記第１の鍵が離鍵されたときに、前記第１及び第２の楽音信
号データにより発音された楽音の消音を指示する消音指示手段を有する請求項１に記載の
電子楽器。
【請求項５】
　前記電子楽器はさらに、前記第１の楽音信号データが生成されている状態でかつ前記第
２の楽音信号データが生成を開始した時点から、所定の第２の時間内でかつ、当該押鍵さ
れている第１の鍵を基準に前記鍵盤上の所定の範囲内に位置する第３の鍵が押鍵された場
合に、前記第１の楽音信号データ及び第２の楽音信号データを制御する制御手段を有する
請求項１に記載の電子楽器。
【請求項６】
　前記電子楽器はさらに、前記第１及び第２の楽音信号データに対してビブラートを付与
するビブラート付与手段を有し、
　前記制御手段が、前記第３の鍵の押鍵タイミングと前記第２の鍵の押鍵タイミングとの
間の第１のタイミング差、及び前記第２の鍵の押鍵タイミングと前記第１の鍵の押鍵タイ
ミングとの間の第２のタイミング差を算出し、当該第１及び第２のタイミング差の差分に
基づいて、前記ビブラート付与手段にて前記第１及び第２の楽音信号データに付与される
ビブラートを制御するビブラート制御手段を有する請求項５に記載の電子楽器。
【請求項７】
　前記制御手段はさらに、前記押鍵速度検出手段により前記第２及び第３の鍵夫々の押鍵
に伴って検出された押鍵速度の差分を算出するとともに、前記差分に基づいて前記第１の
楽音信号データおよび第２の楽音信号データの音量レベルを制御する請求項５に記載の電
子楽器。
【請求項８】
　複数の鍵を有する鍵盤と、前記鍵盤の各鍵に対して、当該鍵の押下にともなって順次オ
ンする複数のスイッチを設けるとともに、前記複数のスイッチ夫々のオン時刻の時間差に
基づいて押鍵速度を検出する押鍵速度検出手段と、音色毎に、当該音色の楽音を表わす第
１の波形データ、及び前記音色の楽音を生成する際の演奏操作に伴って生じる演奏操作音
を表わす第２の波形データを記憶する波形データ記憶手段と、を有する電子楽器に適用さ
れるコンピュータに、
　前記鍵盤のいずれの鍵も押鍵されていない状態において第１の鍵が押鍵された場合に、
当該押鍵された鍵に割当てられた音高で前記波形データ記憶手段に記憶された指定された
音色の第１の波形データを読み出して第１のエンベロープを付加することにより、第１の
楽音信号データを生成する第１の楽音信号データ生成ステップと、
　前記第１の鍵が押鍵された時点から所定の時間内でかつ、当該押鍵されている第１の鍵
を基準に前記鍵盤上の所定の範囲内に位置する第２の鍵が押鍵された場合に、前記第１の
鍵に割当てられた音高に関連する音高で前記波形データ記憶手段から前記第１の波形デー
タに対応する第２の波形データを読み出して第２のエンベロープを付加することにより、
第２の楽音信号データを生成する第２の楽音信号データ生成ステップと、
　前記押鍵速度検出手段により、前記第１の鍵の押鍵に伴って検出された第１の押鍵速度
と前記第２の鍵の押鍵に伴って検出された第２の押鍵速度との速度差を算出し、当該算出
された速度差に基づいて前記第２の波形データに付加される第２のエンベロープを制御す
るエンベロープ制御ステップと、
　を実行させるプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は上記目的を達成するために、
　複数の鍵を有する鍵盤と、
　前記鍵盤の各鍵に対して、当該鍵の押下にともなって順次オンする複数のスイッチを設
けるとともに、前記複数のスイッチ夫々のオン時刻の時間差に基づいて押鍵速度を検出す
る押鍵速度検出手段と、
　音色毎に、当該音色の楽音を表わす第１の波形データ、及び前記音色の楽音を生成する
際の演奏操作に伴って生じる演奏操作音を表わす第２の波形データを記憶する波形データ
記憶手段と、
　前記鍵盤のいずれの鍵も押鍵されていない状態において第１の鍵が押鍵された場合に、
当該押鍵された鍵に割当てられた音高で前記波形データ記憶手段に記憶された指定された
音色の第１の波形データを読み出して第１のエンベロープを付加することにより、第１の
楽音信号データを生成する第１の楽音信号データ生成手段と、
　前記第１の鍵が押鍵された時点から所定の時間内でかつ、当該押鍵されている第１の鍵
を基準に前記鍵盤上の所定の範囲内に位置する第２の鍵が押鍵された場合に、前記第１の
鍵に割当てられた音高に関連する音高で前記波形データ記憶手段から前記第１の波形デー
タに対応する第２の波形データを読み出して第２のエンベロープを付加することにより、
第２の楽音信号データを生成する第２の楽音信号データ生成手段と、
　前記押鍵速度検出手段により、前記第１の鍵の押鍵に伴って検出された第１の押鍵速度
と前記第２の鍵の押鍵に伴って検出された第２の押鍵速度との速度差を算出し、当該算出
された速度差に基づいて前記第２の波形データに付加される第２のエンベロープを制御す
るエンベロープ制御手段と、
　を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項２での発明では、
　前記エンベロープ制御手段は、前記第２の鍵の押鍵に伴って検出された押鍵速度が、前
記第１の鍵に伴って検出された押鍵速度より大きくなるにしたがって、前記第２の波形デ
ータに付与される第２のエンベロープのアタックレートが大きくなるように制御すること
を特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項３での発明では、
　前記エンベロープ制御手段は、前記第１の鍵の押鍵タイミングと前記第２の鍵の押鍵タ
イミングとのタイミング差に基づいて、前記速度差を補正することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１５】
　請求項４での発明では、
　前記電子楽器はさらに、前記第１の鍵が離鍵されたときに、前記第１及び第２の楽音信
号データにより発音された楽音の消音を指示する消音指示手段を有することを特徴とする
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項５での発明では、
　前記電子楽器はさらに、前記第１の楽音信号データが生成されている状態でかつ前記第
２の楽音信号データが生成を開始した時点から、所定の第２の時間内でかつ、当該押鍵さ
れている第１の鍵を基準に前記鍵盤上の所定の範囲内に位置する第３の鍵が押鍵された場
合に、前記第１の楽音信号データ及び第２の楽音信号データを制御する制御手段を有する
ことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項６での発明では、
　前記電子楽器はさらに、前記第１及び第２の楽音信号データに対してビブラートを付与
するビブラート付与手段を有し、
　前記制御手段が、前記第３の鍵の押鍵タイミングと前記第２の鍵の押鍵タイミングとの
間の第１のタイミング差、及び前記第２の鍵の押鍵タイミングと前記第１の鍵の押鍵タイ
ミングとの間の第２のタイミング差を算出し、当該第１及び第２のタイミング差の差分に
基づいて、前記ビブラート付与手段にて前記第１及び第２の楽音信号データに付与される
ビブラートを制御するビブラート制御手段を有することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項７での発明では、
　前記制御手段はさらに、前記押鍵速度検出手段により前記第２及び第３の鍵夫々の押鍵
に伴って検出された押鍵速度の差分を算出するとともに、前記差分に基づいて前記第１の
楽音信号データおよび第２の楽音信号データの音量レベルを制御することを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項８での発明では、
　複数の鍵を有する鍵盤と、前記鍵盤の各鍵に対して、当該鍵の押下にともなって順次オ
ンする複数のスイッチを設けるとともに、前記複数のスイッチ夫々のオン時刻の時間差に
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基づいて押鍵速度を検出する押鍵速度検出手段と、音色毎に、当該音色の楽音を表わす第
１の波形データ、及び前記音色の楽音を生成する際の演奏操作に伴って生じる演奏操作音
を表わす第２の波形データを記憶する波形データ記憶手段と、を有する電子楽器に適用さ
れるコンピュータに、
　前記鍵盤のいずれの鍵も押鍵されていない状態において第１の鍵が押鍵された場合に、
当該押鍵された鍵に割当てられた音高で前記波形データ記憶手段に記憶された指定された
音色の第１の波形データを読み出して第１のエンベロープを付加することにより、第１の
楽音信号データを生成する第１の楽音信号データ生成ステップと、
　前記第１の鍵が押鍵された時点から所定の時間内でかつ、当該押鍵されている第１の鍵
を基準に前記鍵盤上の所定の範囲内に位置する第２の鍵が押鍵された場合に、前記第１の
鍵に割当てられた音高に関連する音高で前記波形データ記憶手段から前記第１の波形デー
タに対応する第２の波形データを読み出して第２のエンベロープを付加することにより、
第２の楽音信号データを生成する第２の楽音信号データ生成ステップと、
　前記押鍵速度検出手段により、前記第１の鍵の押鍵に伴って検出された第１の押鍵速度
と前記第２の鍵の押鍵に伴って検出された第２の押鍵速度との速度差を算出し、当該算出
された速度差に基づいて前記第２の波形データに付加される第２のエンベロープを制御す
るエンベロープ制御ステップと、
　を実行させることを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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